
【プログラム13：今考える将来設計は？】

《 形態 ： 全 → 全体 個 → 個人 Ｇ → グループ 》

時間 形態 講 座 の 流 れ

１分 全 １．ねらいを確認する。 【１分】

〔キーワード〕 ○ 自分の将来

21分 ２．４択クエスチョンを通して、自分の将来設計を考える。 【１５分】

個 （１）４択クエスチョンで、自分の考えをシートに記入する。

Ｇ （２）グループごとに、それぞれの問いに対する自分の考えを紹介する。

※４択クエスチョンでは、１問ずつ自分の考えを記入し、グループに紹介す

るやり方でも、問いの全部にまず自分の考えを記入した後に、グループで

紹介し合うやり方のどちらでもよい。

※問いは、学級の実態や時間等に合わせて、数や内容を考慮する。

Ｇ （３）グループで深めたい話題（問い）を１つに絞り、自分の考えや話題に対

する見通し等を話したり、聞いたりしながら、視野を広げる。

全 （４）グループで話題になったことを紹介する。

個 ３．今考える「未来予想図」を書く。 【３分】

全 ４．活動を通した感想や感じたことなどを紹介する。 【３分】

３分 全 ５．まとめ 【３分】

・今はまだ学生なので将来のこと等を考えていないという人も多いだろ

う。しかし、おぼろげながらでも自分の将来のことを考えていくこと

は大事である。

・一言で「将来のこと」と言ってもいろいろなことが考えられる。例え

ば、「卒業後は進学か、就職か」、「就きたい職業」、「自分の家庭を持

ちたいかどうか」「一人暮らしをしたいか、実家暮らしがいいか」等

がある。

・どれもが決して遠いことではないので、夢をもつこと、そして、具体

的に今できることは何かと見通しをもつことを考え、できることをや

っていくことも大事だ。

【親になったときに考えてもらいたいこと】
・自分の人生は、自分の思いどおりにいく場合とそうでない場合がある。見通しを
もって取り組むことは大事なことだが、突然自分が想定したことと違うことが起
き、それに対応しなければならないこともあるので、その力も付けていってほし
い。子育てをしていくときも、見通しと臨機応変に対応できる力の両面をもち合
わせていこうとする気持ちがあると、子育てが楽しくなるだろう。


